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第１ 平成２４年度における委員会の運営の重点事項

（１）事業運営方針

食品安全委員会（以下「委員会」という。）は、食品安全基本法（平成１５年

法律第４８号）第３条から第６条までに定める食品の安全性の確保についての基

本理念及び同法第２章に定める施策の策定に係る基本的な方針並びに「食品安全

基本法第２１条第１項に規定する基本的事項」（平成１６年１月１６日閣議決定

）を踏まえ、同法第２３条第１項に規定する所掌事務を円滑かつ着実に実施する

とともに、「食品安全委員会の改善に向けて」（平成２１年３月２６日委員会決

定）に基づき委員会の業務の改善を着実に進める。

（２）重点事項

① 食品健康影響評価の効率的な実施に向けた体制の整備

食品健康影響評価を効率的に実施するため、専門調査会の連携の強化、評価

に必要な情報収集の効率化及び事務局体制の強化を図る。

② リスクコミュニケーションの効果的な実施

リスクコミュニケーションを効果的に実施するため、消費者庁等関係府省、

地方公共団体、マスメディア、関係団体及び地域の専門家との連携強化を図る。

③ 調査・研究の重点化

食品の安全性の確保に関する調査・研究事業について、食品健康影響評価を

はじめ、委員会の所掌事務の実施に真に必要なものに重点化して実施する。

④ 情報収集の効率化

食品健康影響評価の実施に必要な情報を効率的に収集できるよう、電子ジャ

ーナルの積極的な活用、国内外の研究機関との連携強化を図る。

⑤ 緊急時対応の強化

東日本大震災への対処の経験等を踏まえ、不断に緊急時対応の強化を図る。

第２ 委員会の運営全般

１ 会議の開催

（１）委員会会合の開催

原則として、毎週１回、委員会の委員長が委員会に諮って定める日に、公開

で委員会会合を開催する。なお、緊急・特段の案件については、臨時会合を開
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催し、対応する。

（２）企画等専門調査会の開催

平成２４年度の企画等専門調査会については、別紙１のスケジュールで開催

する。

（３）食品健康影響評価に関する専門調査会の開催

必要に応じて、以下に掲げる方策を活用し、専門調査会における食品健康影

響評価を効率的に実施する。

① 特定の評価事案については、委員会や専門調査会の下に部会やワーキング

グループを設置

② 既存の専門調査会での審議が困難な課題や複数の専門調査会に審議内容が

またがる課題について、

（ア）専門調査会に他の専門調査会の専門委員を招いて調査審議

（イ）関係する専門調査会を合同で開催

③ 「食品安全委員会が既に食品健康影響評価の結果を有している評価対象に

ついて、食品安全基本法第２４条の規定に基づき意見を求められた場合の取

扱いについて」（平成２１年１０月８日委員会決定）に基づき、効率的に調

査審議

（４）専門調査会の連携の確保

案件に応じ、委員及び専門委員の間で連絡・調整等を行うための会議を開催

する。

（５）リスク管理機関との連携の確保

食品の安全性の確保に関する施策の整合的な実施等の観点から、リスク管理

機関との連携を確保するため、関係府省連絡会議等を定期的に開催する。

（６）事務局体制の整備

評価の精緻化・高度化・迅速化、幅広い評価対象への対応、国際対応の効率

化、評価案件数の増加への対応、緊急時における迅速な評価の実施等の観点か

ら、事務局体制の強化に向けた検討を行う。
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第３ 食品健康影響評価の実施

１ リスク管理機関から食品健康影響評価を要請された案件の着実な実施

（１）平成２３年度末までにリスク管理機関から食品健康影響評価を要請された案件

について

要請の内容等にかんがみ、評価基準の策定の必要がある場合、評価に必要な追

加情報を求めた場合その他特段の事由がある場合を除き、早期に食品健康影響評

価を終了できるよう、計画的な調査審議を行う。専門調査会での調査審議に必要

な追加資料を要求したもの等については、必要に応じ、リスク管理機関から資料

の提出があるまで調査審議を中断することとする。

（２）企業からの申請に基づきリスク管理機関から要請を受けて行う食品健康影響評

価について

「企業申請品目に係る食品健康影響評価の標準処理期間について（平成２１年

７月１６日委員会決定）」に基づき、要請事項の説明を受けた日から１年以内に

結果を通知できるよう、計画的な調査審議を行う。

２ 評価ガイドライン等の策定

食品健康影響評価の内容について、案件ごとの整合を確保し、調査審議の透明性

の確保及び円滑化に資するため、優先度に応じ、危害要因ごとの評価ガイドライン

（評価指針、評価の考え方等）の策定を進める。平成２４年度においては、農薬の

食品健康影響評価における代謝／分解物に関する考え方をまとめる。

３ 「自ら評価」を行う案件の定期的な点検・検討及び実施

（１）「自ら評価」案件の選定

平成２４年度における「自ら評価」案件の選定については、「食品安全委員会

が自ら行う食品健康影響評価に関し企画等専門調査会に提出する資料」（平成１

６年５月２７日食品安全委員会決定）、「企画等専門調査会における食品安全委

員会が自ら行う食品健康影響評価対象候補の考え方」(平成１６年６月１７日委

員会決定)を踏まえ、別紙２に掲げるスケジュールで実施する。

（２）「自ら評価」の実施

平成２３年度までに選定された「自ら評価」案件であって、これまでに評価の

終了していないものについては、それぞれ以下のとおり実施する。

① 「食中毒原因微生物に関する食品健康影響評価」（平成１６年度決定）

リスクプロファイルが作成された８案件については終了する。

② 「食品（器具・容器包装を含む）中の鉛の食品健康影響評価」（平成１９年



4

度決定）

化学物質・汚染物質専門調査会鉛ワーキンググループで調査審議を行う。

③ 「我が国に輸入される牛肉及び牛内臓に係る食品健康影響評価」（平成１９

年度決定）

データが収集されていない国の評価の取扱いについてプリオン専門調査会に

おいて対応する。同専門調査会の調査審議が終了した２ヶ国分について委員会

で調査審議を行う。

④ 「食品中のヒ素（有機ヒ素、無機ヒ素）に関する食品健康影響評価」（平成

２０年度決定）

化学物質・汚染物質専門調査会汚染物質部会で調査審議を行う。

⑤ 「オクラトキシンＡに関する食品健康影響評価」（平成２０年度決定）

かび毒・自然毒等専門調査会で調査審議を行う。

⑥ 「アルミニウムに関する食品健康影響評価」（平成２１年度決定）

研究事業などを活用して、評価に必要な情報の収集を進める。

⑦ 「加熱時に生じるアクリルアミドに関する食品健康影響評価」（平成２２年

度決定）

化学物質・汚染物質専門調査会化学物質部会で調査審議を行う。

（３）「自ら評価」の結果の情報発信

① 「自ら評価」の評価結果について

平成２４年度内に評価が終了した場合は、その評価結果に関して、意見交換

会の開催や季刊誌への掲載等により丁寧に情報発信する。

② 「自ら評価」案件として選定されなかったものについて

平成２４年３月の食品安全委員会においてファクトシート作成と整理された

ものについて、調査事業及び自主調査（日々の情報収集を含む。）を活用して

ファクトシートの作成を行う。

ファクトシートやＱ＆Ａを作成するとされた事項以外についても、案件の選

定過程で得られた情報を中心にホームページで情報提供を行う。

リスク管理機関に対し「自ら評価」の評価結果の活用状況について実施状況

調査等を通じきめ細かく把握するとともに、適切なリスク管理措置が行われる

よう、必要な対策を図る。
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第４ 食品健康影響評価の結果に基づく施策の実施状況の監視

１ 食品健康影響評価の結果に基づく施策の実施状況の調査

食品健康影響評価の結果に基づく施策の実施状況について、リスク管理機関に対

し、平成２４年４月及び１０月を目途に調査を実施し、その結果を踏まえ、必要に

応じ、勧告、意見の申出を行う。

特に、食品健康影響評価の結果の通知後、リスク管理機関において施策の実施ま

でに長期間を要している案件について、きめ細かくフォローを行うこととし、必要

に応じて委員会への報告を求めるなど適切な対応を行う。

また、勧告・意見申出等を行った場合には、状況に応じてよりきめ細かく報告を

受けることにより監視する。

２ 食品安全モニターからの報告

食品安全モニター４７０名から、随時、食品健康影響評価の結果に基づき講じら

れる施策の実施状況等についての報告を求め、その結果を踏まえ、必要に応じ、リ

スク管理機関に対し、勧告、意見申出を行う。

また、食品安全に関する意識等を的確に把握するために、平成２４年７月及び平

成２５年２月を目途に調査を実施する。

第５ 食品の安全性の確保に関する調査・研究事業の推進

１ 食品健康影響評価技術研究の推進

（１）食品健康影響評価技術研究課題の選定

平成２４年度における食品健康影響評価技術研究課題については、４月に開催

する研究運営部会及び調査・研究企画調整会議において、平成２４年度の新規課

題案の選定及び調査の課題案との調整を行い、委員会において新規課題を決定す

る。また、平成２５年度の新規課題については、「食品の安全性の確保のための

調査・研究の推進の方向性について」（平成２２年１２月１６日委員会決定）に

基づき、食品健康影響評価等の実施のために真に必要性の高いものを選定するこ

ととし、別紙３に掲げるスケジュールで新規課題を決定する。

公募の際には、幅広い大学等の関係研究機関に所属する研究者が参画できるよ

う周知するとともに、課題の選定等に関する議事の概要を公表して透明性を確保

する。

（２）事後評価の実施

平成２３年度に終了した研究課題については、平成２４年７月に得られた研究
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成果報告の審査を踏まえ、事後評価を実施する。また、得られた研究成果を普及

するため、１０月に発表会を開催するとともに、ホームページで公表する。

（３）中間評価の実施

平成２４年度の新規採択課題を含め平成２５年度に継続実施する計画の研究課

題については、目的とする成果につながるよう、平成２４年１１月に進捗状況調

査を行うとともに、平成２５年２月に中間評価を実施する。

（４）実地指導

研究費の適切な執行を確保するため、新規採択課題を中心に平成２４年１１月

に実地指導を行う。

（５）連絡調整会議等の開催

食品の安全性の確保に関する研究を効率的に実施するため、「食品の安全性の

確保に関する試験研究の推進に係る関係府省連絡調整会議」（食品の安全性の確

保に関する試験研究の推進に係る関係府省相互の連携・政策調整の強化について

（平成１７年１月３１日関係府省申合せ））等を必要に応じて開催し、関係府省

との連携・政策調整を強化する。

２ 食品の安全性の確保に関する調査の推進

（１）食品安全確保総合調査対象課題の選定

平成２４年度における食品安全確保総合調査対象課題については、食品健康影

響評価等の実施のために真に必要性の高いものを選定することとし、４月に開催

予定の調査・研究企画調整会議において、先に開催された調査選定部会において

選定された調査の対象課題案と、研究の対象課題案との調整を行い、委員会にお

いて決定する。

（２）食品安全確保総合調査対象課題に係る情報の公開

選定した調査の対象課題については、実施計画をホームページ等に公開し、そ

の内容を随時更新するとともに、選定手続に係る議事概要、調査結果については

、個人情報や企業の知的財産等の情報が含まれている等公開することが適当でな

いと判断される場合を除き、食品安全総合情報システムにより公開する。
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第６ リスクコミュニケーションの促進

１ 食品健康影響評価に関する意見交換会の開催

食品健康影響評価に関する意見交換会について、国民の関心の高い案件、科学的

な考え方・プロセスについて説明する必要性の高い案件を中心に、「意見交換会の

実施と評価に関するガイドライン」（平成２０年８月食品安全委員会リスクコミュ

ニケーション専門調査会決定）を踏まえ、年度内に行われた食品健康影響評価の結

果に関するものについては当該評価の意見・情報の募集期間中に、地方公共団体等

との共催によるものについては共催する地方公共団体等と調整の上で開催する。

開催形式としては、講演会のほか、サイエンスカフェの手法を取り入れた形式、

少人数のグループによる意見交換方式など効果的な形式を採用する。

意見交換会で使用した資料等については、意見交換会の参加者以外にも効果的に

リスクコミュニケーションが行われるよう、メールマガジン、ホームページ等で情

報提供を行う。

２ 食品健康影響評価や食品の安全性に関する情報提供・相談等の積極的実施

（１）ホームページ等による情報提供

「食品安全委員会における情報提供の改善に向けた当面の取組方向」（平成２

１年９月食品安全委員会リスクコミュニケーション専門調査会決定）を踏まえて

情報提供に取り組む。

① ホームページ

必要な情報を迅速に掲載、更新するとともに、閲覧者が必要な情報をスムー

ズに閲覧できるよう、平成２３年度に実施したアンケートの結果も踏まえ、情

報の整理を図る。

② メールマガジン

メールマガジンを週１回配信するとともに、食品危害発生時は臨時のメール

マガジンを配信する。

③ 季刊誌

国民の関心が高い事項について季刊誌を年４回発行し、地方公共団体や図書

館等に配布する。

④ パンフレット

食品安全委員会パンフレットについて、最新の情報に改訂する。

（２）マスメディア関係者等との連携の充実・強化
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国民の関心の高い食品健康影響評価を中心に、国民に対する影響力や重要性を

踏まえ、マスメディアや消費者団体等関係者との間で勉強会や懇談会等を年３～

４回行う。併せて、取材に対する丁寧な対応等を通じ、マスメディア関係者との

連携の充実・強化を図るとともに、必要に応じ、不正確・不十分な情報への対応

・補足説明としての情報発信も行う。

（３）食の安全ダイヤルを通じた消費者等からの相談等への対応

食の安全ダイヤルを通じて消費者等からの相談や問い合わせに対応するととも

に、食の安全ダイヤルに寄せられた情報及び食品安全モニターから寄せられた情

報は消費者庁その他の関係機関とも共有し、食品の安全性の確保に向けて有効活

用を図る。また、よくある質問等についてはＱ＆Ａ形式として委員会に報告し、

ホームページに掲載する。

３ 食品の安全性についての科学的な知識・考え方の普及啓発の実施

リスク分析の考え方などの食品の安全性に関する科学的な知識・考え方について

、実施時期について主催する団体と調整した上で、地方公共団体や教育機関等への

講師の派遣、中学生を対象としたジュニア食品安全ゼミナール等の開催、食品安全

モニターを通じた地域への情報提供等を実施する。

また、ＤＶＤや啓発資材を活用して、リスク分析の考え方や食品の安全性につい

ての科学的知識等について広く普及啓発を実施する。

４ リスクコミュニケーションに係る関係府省、地方公共団体との連携

消費者庁やリスク管理機関と協力し、リスクコミュニケーションをより効果的に

実施するため、毎月２回程度、関係府省の担当者によるリスクコミュニケーション

担当者会議において情報交換を行い、特に意見交換会の開催については、消費者庁

をはじめとした関係府省と緊密に連携する。

地方公共団体との緊密な連携や情報の共有を図るため、消費者庁をはじめとした

関係府省と連携して平成２４年１１月を目途に、地方公共団体（都道府県、保健所

設置市、政令指定都市、中核市及び特別区）との連絡会議を開催する。

また、国民の関心が高い食品健康影響評価が行われた際には、積極的に地方公共

団体への情報提供を行うとともに、意見交換会については、地方公共団体、消費者

団体及び地域の専門家と連携して、より効果的にリスクコミュニケーションを実施

する。

さらに、地域での意見交換会の実施の際には、「リスクコミュニケーター育成講

座」等の受講者の協力を得て効果的に推進するとともに、地域においても食品健康

影響評価に関するリスクコミュニケーションが自立的に展開されるよう、メールボ

ックスを活用した同受講者に対する情報提供を実施する。
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第７ 緊急の事態への対処

１ 緊急事態への対処

緊急事態が発生した場合には、「食品安全委員会食中毒等緊急時対応実施指針」

（平成１７年４月２１日委員会決定。以下「指針」という。）等を踏まえ、関係行

政機関等との密接な連携の上、危害物質の毒性等の科学的知見について国民に迅速

かつ的確な情報提供を行う等、適切に対応する。

２ 緊急事態への対処体制の整備

指針等を踏まえ、平時から、緊急時に備えた情報連絡体制の整備や、科学的知見

の収集・整理、緊急時対応訓練等を実施することにより、緊急事態への対処体制の

強化に努めるとともに、企画等専門調査会において、緊急時対応訓練の結果及び実

際の緊急時対応の検証を行い、緊急時対応の問題点や改善点等について検討し、必

要に応じて指針等の見直しを行う。

３ 緊急時対応訓練の実施

緊急事態等を想定した緊急時対応訓練を、平成２４年４月～１０月（実務研修）

、１１月（確認訓練）を目処に行い、緊急時対応体制の実効性を確認するとともに

、担当者の実践的対応能力の向上等を図る。

第８ 食品の安全性の確保に関する情報の収集、整理及び活用

国内外の食品の安全性の確保に関する科学的情報について、リスク管理機関や消

費者庁と連携し、毎日、収集する。

収集した情報については、国民やリスク管理機関などのニーズに対応できるよう

的確な整理及び分析を行い、「食品安全総合情報システム」（委員会のホームペー

ジ上の情報検索用データベースシステム）、「ハザード報告シート」等により、国

民に対する情報提供、リスク管理機関等との情報共有を行う。

また、食品健康影響評価や緊急時の対応等において、外部の専門家の専門知識の

活用を図る観点から、専門情報の提供に協力いただける専門家や関係職域団体等と

のネットワークを構築・活用し、情報交換等を行う。

第９ 国際協調の推進

（１）国際会議等への委員及び事務局職員の派遣

平成２４年度においては、以下のスケジュールで開催される国際会議等に委員
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及び事務局職員を派遣する。

平成２４年４月 コーデックス委員会 残留農薬部会

６月 ＦＡＯ／ＷＨＯ合同食品添加物専門家会議（ＪＥＣＦＡ）

９月 ＦＡＯ／ＷＨＯ合同残留農薬専門家会議（ＪＭＰＲ）

１１月 コーデックス委員会 食品衛生部会

１２月 リスク分析学会

平成２５年３月 米国毒性学会

３月 コーデックス委員会 汚染物質部会

３月 コーデックス委員会 食品添加物部会

また、必要に応じ、このスケジュールの他に開催されることとなった国際会議

等に委員等を派遣する。

（２）海外の研究者等の招聘

平成２４年度においては、海外の研究者及び専門家を招へいし、食品の安全性

の確保に関する施策の策定に必要な科学的知見の充実を図る。

（３）海外の食品安全機関等との定期会合の開催

平成２４年度においては、食品安全委員会と協力文書を締結している外国政府

機関（欧州食品安全機関（ＥＦＳＡ）及び豪州・ニュージーランド食品安全基準

機関（ＦＳＡＮＺ））との定期会合を開催する。また、必要に応じて、その他外

国政府機関との情報交換のための会合を開催する。

（４）海外への情報発信

食品健康影響評価の概要、食品安全確保総合調査及び食品健康影響評価技術研

究の成果等の英訳を行い、順次英語版ホームページに掲載する。



別 紙 １ 

 

 
平成２４年度における企画等専門調査会調査審議スケジュール 

 
 

月 調 査 審 議 事 項 

平成２４年６月 ○ 平成２３年度食品安全委員会運営計画のフォローアップ

及び平成２３年度食品安全委員会運営状況報告書につい

て 
○ 平成２４年度食品安全委員会が自ら行う食品健康影響評

価の案件選定の進め方について 
○ 平成２４年度食品安全委員会緊急時対応訓練骨子につい

て 

９月 ○ 平成２４年度食品安全委員会が自ら行う食品健康影響評

価の案件候補の選定について 

 

１１月 ○ 平成２４年度食品安全委員会運営計画の実施状況の中間

報告について 
○ 平成２４年度食品安全委員会が自ら行う食品健康影響評

価の案件候補の選定について 

 

平成２５年２月 ○ 平成２５年度食品安全委員会運営計画について 
○ 平成２４年度食品安全委員会が自ら食品健康影響評価を

行う案件候補の選定について 
○ 平成２４年度の食品安全委員会のリスクコミュニケーシ

ョンの実施状況及び平成２５年度における食品安全委員

会のリスクコミュニケーションの実施について 
○ 平成２４年度食品安全委員会緊急時対応訓練結果、平成２

５年度緊急時対応訓練計画等について 
○ 平成２４年度における食品安全委員会が行うリスクコミ

ュニケーションの実施状況等について 
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別 紙 ２ 

 

 

平成２４年度における「自ら評価」案件の選定スケジュール 

 
 

月 事          項 

平成２４年７月 ○ ホームページ等による一般からの意見募集の実施 
○ 専門調査会、食品安全モニター等からの意見、ホームペー

ジ等により募集した一般からの意見、要望書等の整理 

 

８月 ○ 事務局による自ら評価の案件候補の整理 

９月 ○ 企画等専門調査会における審議（第１回絞込み） 
・前年度までの自ら評価のフォローアップ 

  ・自ら評価の案件候補について議論 

 

１１月 ○ 企画等専門調査会における審議（第２回絞込み） 
・自ら評価の案件候補について議論 

 

平成２５年２月 ○ 企画等専門調査会における審議（第３回絞込み） 
・自ら評価の候補案件の決定 

○ 食品安全委員会における審議 
・自ら評価の案件を決定する場合の関係者相互間における

情報及び意見の交換について議論 
  ・その他の案件の取扱い（情報提供など）を決定 
○ 意見・情報の募集、意見交換会の開催等 

 

３月 ○ 食品安全委員会における審議 
・意見・情報の募集の結果等を踏まえ、自ら評価案件を決定
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研究課題の募集

（平成２５年１月）

課題候補（案）の選定及び調査対象課題との調整
（平成２５年３月下旬）

書面審査
（平成２５年２月）

平成２５年度研究領域の決定

（平成２４年１２月）

新規課題の食品安全委員会決定
（平成２５年４月上旬）

平成２５年度政府予算案閣議決定

（平成２４年１２月下旬）

平成２５年度新規研究課題決定までのスケジュール

ヒアリング審査

（平成２５年３月上旬）

「食品の安全性の確保のための調査・研究の推進の方向性について」の見直し

（平成２４年１１月）

別 紙 ３



「平成２４年度食品安全委員会運営計画（案 」に関する）

御意見の募集結果について

１．実施期間 平成２４年２月１６日～平成２４年３月１６日

２．提出方法 インターネット、ファックス、郵送

３．提出された意見数 ５

４．御意見及びそれに対する考え方

御意見の概要 御意見に対する考え方

【第３ 食品健康影響評価の実施】

放射性物質のように総合的な観点でのリス 食品安全委員会は、科学的知見に基づき、

ク評価が求められる場合は、他省庁とも調整 客観的かつ中立公正に、食品健康影響評価を

を行なった上でリスク評価を行えるよう、整 行っています。中立公正性の確保等に支障を

理を行ってください。 生じるおそれがあるような他省庁との調整を

予め行うことは困難ですが、評価結果につい

ては、引き続き、関係省庁とも連携しつつ、＜理由＞

リスクコミュニケーションに努め、政府全体２０１１年度は、放射線の人への健康リスクを

の施策についての誤解が生じないようにして管理するため、食品、学校の校舎・校庭等、震災

まいります。により発生した廃棄物等、様々な分野での基準

やガイドラインが設定されました。これらは、厚生

労働省、文部科学省、環境省など、それぞれの

省庁で検討され、管理の基準が設定されていま

す。しかしながら、被ばく低減に向けての国全体

の考え方が整理されないまま進められたため、国

民にとっては各分野での規制の整合性や今後の

見通しを理解しづらい状況です。

このような状況下で、国民の中には、「内部被

ばくは外部被ばくより影響が大きいのではない

か」「放射性物質は限りなくゼロに近づけないと安

心できない」という不安も生まれています。今回の

放射性物質のように、食品以外の経路からも曝

露が想定される物質のリスク評価を行う場合は、

他の省庁と調整を行ったり、場合によっては、国

全体の方針を示すよう働きかけを行った上でリス

ク評価を行ってください。

科学的知見が十分にそろっていない分野につ これまでも、国民に対する迅速な情報提供

いても、必要に応じ、一定のリスク評価や、管 を行うという観点から、リスク評価に必要な

理に役立つ指針等が示せるよう、食品健康影響 科学的知見が得られないこと等により最終的

評価の方法についての検討を行ってください。 な食品健康影響評価に至らない案件について

（参　考）



も 「ファクトシート」や「リスクプロファ、

イル」を公表してきているところであり、引＜理由＞

き続き、このような取組を進めるとともに、貴委員会の評価は、科学に基づいて実施され

新たなリスク評価手法の開発のための研究をており、この点については高く評価しているところ

進めてまいります。です。しかしながら、収集できるデータ等の資料

が十分ではない等、科学的知見が十分ではない グリシドール脂肪酸エステル」についまた 「、

場合は評価が進まなかったり、評価自体を実施し ては、第４回高濃度にジアシルグリセロールを含

ないことも見受けられます。 む食品に関するワーキンググループにおいて専

国民の関心をふまえると、適切な時期に指針 門委員より指摘された事項について事務局にお

等の一定の結論を出していくことも必要であると いて確認中ですが、可能な限り早く調査審議を

考えます。リスク管理機関から依頼されたリスク 進めてまいります。

評価においては期限を決めて一定の結論を出し

ていくしくみが必要だと考えます。2009年に注目さ

れたグリシドール脂肪酸エステルについても、す

みやかに何らかの評価を提出することが望ましい

と考えます。

食品健康影響評価に関するガイドラインを速 現在、農薬、動物用医薬品、肥料・飼料等及

やかに実施してください。 び器具・容器包装の各専門調査会において、ガ

イドラインについて検討しております。

＜理由＞ 「農薬の食品健康影響評価における代謝／分

これまでに、「微生物」「薬剤耐性菌」「食品添 解物」については、計画(案)にあるとおり、平成２

加物」などについてのガイドラインが策定されてい ４年度中にガイドラインを策定することとしていま

ます。しかし「農薬」や「動物用医薬品」「飼料添加 す。それ以外のものについても、可能な限り早く

物」「器具・容器包装」のリスク評価に関するガイ ガイドラインを策定してまいります。

ドラインは未策定です。「計画（案）」では平成23年

度の運営計画に引き続き「農薬の食品健康影響

評価における代謝／分解物に関する考え方をま

とめる」との記述にとどまっています。ガイドライン

は、リスク評価の実施において重要であるため、

期限を定めて早急に策定する必要があると考え

ます。

リスク評価が行われていない指定添加物、 御指摘の指定添加物及び既存添加物に関す

既存添加物についての評価を行ってください る自ら評価の実施については、企画等専門調。

査会での調査審議を踏まえ、食品安全委員会

において、これを実施するか否かを決定する＜理由＞

こととなります 「企画等専門調査会におけ食品安全基本法の制定後は、食品添加物の 。

る食品安全委員会が自ら行う食品健康影響評指定にあたっては貴委員会によるリスク評価が行

価対象候補の選定の考え方（平成１６年６月われ適正な管理が行なわれていると認識してい

１７日食品安全委員会決定 」において、案ます。しかしながら、同法が制定される前に指定 ）

件候補の選定基準（ ①国民の健康への影響された指定添加物や既存添加物の中には、安全 「

が大きいと考えられるもの」及び「②危害要性のデータが不十分なものが残されています。食

因等の把握の必要性が高いもの ）及び案件品に使用する化学物質の適正な管理を推進し、 」



候補に当たっての配慮事由（ ①評価ニーズ食品の安全への消費者の理解を推進するため 「

が特に高いと判断される場合」及び「②科学に、根拠が不明な食品添加物についてリスク評

的知見が充足されている場合 ）を定めてい価を行ってください。 」

ます。

来年度においても自ら評価案件候補の募集

を行うこととしていますので、選定基準に該

当することを説明する資料等とともに、案件

候補について応募いただければと考えます。

なお、今年度の企画等専門調査会において

「委員会の食品健康影響評価やリスク管理は、

機関での対応が適切に行われている場合」、「外

部募集等により寄せられた情報で、人の健康に

対し悪影響を及ぼすおそれがあることを示す具

体的な出所や根拠が示されておらず、また、委

員会においても確認できない場合」、「過去に企

画等専門調査会（平成２３年９月３０日以前は、

企画専門調査会）で審議されたが対象候補にな

らなかった場合」、「対象候補として委員会に報

告されたが食品健康影響評価が行われなかっ

たもので、その後、新たな科学的知見が得られ

ていない場合」又は「食品健康影響評価を行うこ

とが技術的に困難な場合」に該当するハザード

については、案件候補には採用さ（危害要因）

れていません。

【第６ リスクコミュニケーションの促進】

食品安全委員会では、国民にリスク評価や食消費者への判りやすい情報提供やマスメデ

品の安全性に関する理解を深めていただくたィアへの対応等について、さらに努力が必要

め、正確で分かりやすい情報を迅速かつ適切にです。

提供することが重要だと考えています。今後と

＜理由＞ も、ホームページやメールマガジンを始め、パン

２０１１年度は、放射性物質や生食用食肉によ フレットや季刊誌の発行など丁寧で分かりやす

る食中毒について大きく報道されました。報道さ い情報提供に努めています。

れる情報には、安全性について多様な見方があ また、平成２３年度においては、報道関係者に

るため、消費者とって理解できないことが多々あ 食品安全や食品安全委員会の活動内容につい

ります。マスコミ報道は消費者にとって身近なもの ての理解を深めてもらい、正確で分かりやすい

であり消費者の判断に大きな影響を与えます。マ 報道をしていただけるよう、食品中の放射性物

スメディアが正しい情報を提供していけるよう、引 質、生食用牛肉等について報道関係者向けの

き続き報道機関への対応を強化してください。 勉強会を行いました。今後とも、報道関係者との

間で情報や意見の交換を行う懇談会や勉強会

等を充実させてまいります。
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